
６ 騒音・振動・悪臭関係資料 

表６－１－１ 一般地域に係る騒音の環境基準（等価騒音レベル）

時   間   の   区   分  
地 域 の 類 型  

昼   間  夜   間  
当   該   地   域  

Ａ Ａ  
 ５ ０ デ シ ベ ル  

 以 下  

 ４ ０ デ シ ベ ル  

 以 下  

療 養 施 設 、 社 会 福 祉 施 設 等 が 集 合

し て 設 置 さ れ る 地 域 な ど 特 に 静 穏

を 要 す る 地 域  

Ａ  
 ５ ５ デ シ ベ ル  

 以 下  

 ４ ５ デ シ ベ ル  

 以 下  
専 ら 住 居 の 用 に 供 さ れ る 地 域  

Ｂ  
 ５ ５ デ シ ベ ル  

 以 下  

 ４ ５ デ シ ベ ル  

 以 下  
主 と し て 住 居 の 用 に 供 さ れ る 地 域

Ｃ  
 ６ ０ デ シ ベ ル  

 以 下  

 ５ ０ デ シ ベ ル  

 以 下  

相 当 数 の 住 居 と 併 せ て 商 業 、 工 業

等 の 用 に 供 さ れ る 地 域  

（注） １ 地域類型の区分は、おおむね次のとおりである。 

Ａ：都市計画法に基づく第一種、第二種低層住居専用地域および第一種、第二種中高層住居専用地

域 

Ｂ：都市計画法に基づく第一種、第二種住居地域および準住居地域 

Ｃ：都市計画法に基づく近隣商業地域、商業地域、準工業地域および工業地域 

２ 時間の区分は、昼間とは午前６時から午後10時まで、夜間とは午後10時から翌日の午前６時まで

をいう。

表６－１－２ 道路に面する地域に係る騒音の環境基準（等価騒音レベル）

時   間   の   区   分  
地   域   の   区   分  

昼   間  夜   間  

Ａ 地 域 の う ち ２ 車 線 以 上 の 車 線 を 有 す る 道 路 に

面 す る 地 域  

 ６ ０ デ シ ベ ル  

 以 下  

 ５ ５ デ シ ベ ル  

 以 下  

Ｂ 地 域 の う ち ２ 車 線 以 上 の 車 線 を 有 す る 道 路 に

面 す る 地 域 お よ び Ｃ 地 域 の う ち 車 線 を 有 す る 道

路 に 面 す る 地 域  

 ６ ５ デ シ ベ ル  

 以 下  

 ６ ０ デ シ ベ ル  

 以 下  

（注） １ ＡＡ地域およびＡ地域の１車線道路に面する地域については、本来道路騒音による影響を受ける

べきではないとの考えから、一般地域に係る環境基準値がそのまま適用される。 

２ 時間の区分は、一般地域に係る環境基準と同様である。 

  幹線交通を担う道路に近接する空間に係る特例（等価騒音レベル）

昼 間 間夜

下以ルベシデ５６下以ルベシデ０７

（注） １ 個別の住居等において騒音の影響を受けやすい面の窓を主として閉めた生活が営まれていると認

められるときは、屋内へ透過する騒音に係る基準（昼間：45デシベル以下、夜間：40デシベル以

下）によることができる。 

２ 幹線交通を担う道路とは、高速自動車国道、一般国道、県道および４車線以上の市町村道をいう。 

３ 近接する空間とは、道路端からの距離が、２車線以下の道路にあっては15メートル、２車線を超

える道路にあっては20メートルまでをいう。 

４ 時間の区分は、一般地域に係る環境基準と同様である。 
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表６－１－３ 新幹線鉄道騒音に係る環境基準

域地該当値準基型類の域地

Ⅰ  
７ ０ デ シ ベ ル  

以 下  

新 幹 線 鉄 道 の 軌 道 中 心 線 か ら 両 側 3 0 0 メ ー

ト ル 以 内 の 区 域 ( 以 下 「 沿 線 区 域 」 と い

う 。 ) の う ち 、 都 市 計 画 法 ( 昭 和 4 3 年 法 律 第

1 0 0 号 ) 第 ８ 条 第 １ 項 第 １ 号 の 規 定 に 基 づ く

用 途 地 域 ( 以 下 「 用 途 地 域 」 と い う 。 ) の 定

め の あ る 地 域 に つ い て は 、 第 １ 種 低 層 住 居

専 用 地 域 、 第 ２ 種 低 層 住 居 専 用 地 域 、 第 １

種 中 高 層 住 居 専 用 地 域 、 第 ２ 種 中 高 層 住 居

専 用 地 域 、 第 １ 種 住 居 地 域 、 第 ２ 種 住 居 地

域 お よ び 準 住 居 地 域 、 用 途 地 域 の 定 め の な

い 地 域 に つ い て は 、 主 と し て 住 居 の 用 に 供

さ れ る 地 域  

Ⅱ  
７ ５ デ シ ベ ル  

以 下  

沿 線 区 域 の う ち 、 用 途 地 域 の 定 め の あ る 地

域 に つ い て は 、 近 隣 商 業 地 域 、 商 業 地 域 、

準 工 業 地 域 お よ び 工 業 地 域 、 用 途 地 域 の 定

め の な い 地 域 に つ い て は 、 主 と し て 商 工 業

の 用 に 供 さ れ る 地 域  

（注） 沿線区域のうち、次の区域については該当区域から除くものとする。 

(1) トンネル区間(ただし、トンネルの出入口からトンネル中央方向150メートルの区間は除く。) 

(2) 河川区域 

(3) 用途地域の定めのない地域のうち、山林、原野、農用地等新幹線鉄道騒音から通常の生活を保

全する必要のない地域 
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